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主な記事　〇「スタートカリキュラム」参観会を実施しました　 〇学校における働き方改革について　 〇図書館からのお知らせ

市内小・中学校の校長先生・副校長先生を紹介します！

すべては ふっさっ子の 未来のために
福生第一小学校

福生第三小学校

福生第五小学校

福生第七小学校

福生第二中学校

福生第二小学校

福生第四小学校

福生第六小学校

福生第一中学校

福生第三中学校

校長
林　宣之

校長
鈴木　智子

校長
松下　正代

校長
長南　敦子

校長
小出　宏

校長
湊　仁

校長
中野　幸子

校長
榎並　隆博

校長
沼田　博明

校長
植村　多岐

副校長
近藤　弘幸

副校長
西村　学徳

副校長
村上　正昭

副校長
中村　将行

副校長
市川　拓治

副校長
古井　進

副校長
阿部　憲一

副校長
田村　忍

副校長
平井　貞昭

副校長
小野　昌彦

一小は特別支援学
級、特別支援教室、
日本語学級を併設す
る多様性の学校です。

児童の多様性を認
め、個性を伸ばす学
校づくりを目指してい
ます。

今 年 度、 創 立70
周年の節目を迎えま
す。「子供たちの知
を育て、心を耕し、
体を鍛える」教育活
動を、教職員一同、
力を合わせて着実に
進めてまいります。

五 小 の 合 言 葉 は
「見守る・応える」。
地域の方々との関わ
り合いの中で、感謝
の気持ちをもつこと
ができ学ぶ楽しさを
実感できる学び舎で
ありたいです。

コミュニティ・スクー
ル（CS）４年目、各
種CS事業を取り入れ
た特色ある本物体験
と創造・探究活動で
児童の可能性を引き
出す豊かな育ちと学
びを追究しています。

コミュニティ・ス
ク ー ル 登 録 か ら ３
年、今年度も子ども
たちの健やかな成長
を願い、保護者の皆
様そして地域の皆様
との協働を進めてま
いります。

教育目標「思いや
りのある子」を重点
に人間関係形成力を
高めていきます。自
己肯定感を高め、相
手を大切にし、挨拶
が上手な子供たちを
育成します。

きれいな学校、明
るい学校、落ち着い
た学校、という３つ
の条件がよい学校と
考えています。そん
な 学 校 を 目 指 し ま
す。

近 い 将 来 訪 れる
「予測困難な時代」
を生きるために必要な
力の一つは「集団の
中で必要とされる力」
です。この力は学校
でこそ磨かれるものと
信じています。

本 校 の 教 育 目 標
「自立・共生・貢献」
を 具 現 化 す る た め
に、生徒の主体性を
重視し、夢や希望を
育み、未来を切り拓
く力を育てる学校を
目指します。

これからの変化が
激しく、予測困難な
社会で生き抜く生徒
の育成のために、安
心と安全を前提に、

「自立」「共生」を目
指した教育活動の充
実を図ります。

「子どもたちの活
気溢れる、学び合う
学校」を目指して、
教職員と一緒に新し
い課題に挑戦してい
きます。

コミュニティ・スクー
ルとして３年目を迎え
ました。これからも、
地域・保護者・学校
が一体となって「子
供たちの笑顔が溢れ
る学校」を創ってい
きたいと思います。

豊 か な 環 境 と 温
かい地域人材に感謝
し、愛鳥モデル校と
しての誇りをもち、
協力し、子供の可能
性を伸ばしていきま
す。

本校の教育資源で
ある“ふれあいの泉（ビ
オトープ）”を生かした
ホタルプロジェクト等、
数々のCS事業を通じ
て、持続可能な社会
の創造者の育成を目
指しています。

福生市教育研究奨
励校としての活動を
充実させ、生徒一人
一人が、より一層主
体的に楽しく学ぶこ
とができるようにし
ていきます。よろし
くお願いいたします。

東京都人権尊重教
育推進校として、人
権教育に取り組んで
います。自分も相手
も大切にする子、差
別を許さない子を育
てていきます。

今年度の学校経営
のコンセプトは「鍛え
る」。子供たちも教職
員も「本当の力」を
身に付け、その成長
を保護者、地域の方々
と一緒に喜びあえる
学校を目指します。

これからも、子ど
もたちが安心して、
楽しく登校できる六
小であるよう、教職
員、保護者、地域の
皆様と共に子どもた
ち を 育 て て い き ま
す。

家庭や地域から信
頼される学校づくり
のため、生徒に寄り
添う教員組織、地域
の声を生かした教育
活動を推進していき
ます。

校長先生の経営方
針の下、考えて行動
でき、思いやりのあ
る生徒の育成ができ
るよう、教職員と共
に取り組みます。


